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新たな地域医療構想の策定について 

 

１ 趣旨 

○ 現行の広島県地域医療構想は、令和７（2025）年を見据え，地域における病床の機能の分化及

び連携を推進するため，平成 28 年（2016）年３月に策定された。 

○ 今後、2040 年頃にかけて、医療と介護の複合ニーズを抱える高齢者の増加と生産年齢人口の減

少が見込まれるとともに、急性期医療の需要の減少、高齢者に対する救急医療や在宅医療のニー

ズの増加が進むことや、医療従事者の確保がますます困難となることが見込まれ、令和７年度に

厚生労働省の「地域医療構想及び医療計画等に関する検討会」において、新たな地域医療構想に

関する検討が行われた。 

〇 この度、「地域医療構想策定ガイドライン」（令和８年７月３日付け厚生労働省医政局長通知）

（以下「ガイドライン」という。）により、都道府県が 2040 年に向けた新たな地域医療構想を策

定及び推進するに当たり、基本的な考え方及び具体的な進め方が示されたため、ガイドラインを

踏まえ、当県における新たな地域医療構想の策定を行う。 

 

２ ガイドラインの内容 

別紙１「地域医療構想策定ガイドライン骨子」のとおり 

 

３ スケジュール 

地域医療構想の策定は、令和 10（2028） 年度までに行うこととされている。 

・ 令和９（2027）年度上半期頃までに、構想区域の設定を検討し、必要に応じて見直しを行う。 

・ 令和 10（2028）年度末までに、急性期拠点機能を担う医療機関の決定等、課題に応じて対応 

案を協議の上、取組方針を決定する。 

 

 

  

資料２-１ 

（※）ガイドラインより抜粋 
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４ 検討体制 

〇 構想素案の具体的な内容は、保健医療計画部会（県単位の地域医療構想調整会議）で検討する。 

〇 構想素案の検討にあたっては、県地対協の「保健医療基本問題検討委員会」に検討・意見を依

頼するとともに、区域調整会議（構想区域単位の地域医療構想調整会議）において、区域の状況

に応じた課題等を具体的に検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）広島県から医療審議会への諮問は令和８年９月３日を予定。 

 

５ 構想区域の検討プロセス（詳細は、別紙２「構想区域の検討スケジュール」参照） 

①シミュレーション、②医療機関機能、③必要病床数の観点を踏まえながら検討を進め、令和９

（2027）年度上半期頃までに構想区域の決定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）保健医療計画との関係 

〇 新たな地域医療構想では、地域医療構想は医療計画の上位概念に位置付けられ、第９次保健医

療計画は地域医療構想の実行計画となる。 

〇 二次医療圏は、構想区域と原則として一致させる必要があることから、構想区域の見直しの検

討にあたっては、トリプル 20 基準（※）等を踏まえて検討を行う。 

（※）トリプル 20 基準 
人口 20 万人未満、入院の流入 20％未満、流出 20％以上の圏域は、見直しを検討 
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別紙１「地域医療構想策定ガイドライン骨子」 
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別紙２「構想区域の検討スケジュール」 

 

〇構想区域の検討スケジュール案（～R9年度上半期）

医療審議会

保健医療計画部会

（県単位の地域医療構想調整会議）

県地対協

[基本問題検討委員会]

区域調整会議

（構想区域単位の地域

医療構想調整会議）

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

（※）スケジュールは現時点における想定であり、変更の可能性があります。

時期

R

8

年

度

R

9

年

度

保健医療計画部会（R8.8.6）

〇検討体制

〇スケジュール 等

基本問題検討委員会（9～10月）

〇現状の分析、整理

〇受療動向（流入・流出割合）

〇構想区域のシミュレーション

（トリプル20基準等を踏まえた

パターン提示）

医療審議会（R8.9.3）

〇県→審議会へ諮問

区域調整会議（10月～12月）

〇構想区域のシミュレーション

等を踏まえ、区域としての意見

の取りまとめ

保健医療計画部会（12月）

〇進捗状況の報告

基本問題検討委員会（1～2月）

〇区域からの意見の報告

〇医療機関機能報告（速報）の結

果報告

保健医療計画部会（3月）

〇進捗状況の報告

基本問題検討委員会（6～8月）

〇基本問題検討委員会としての

意見の取りまとめ

保健医療計画部会（7～9月）

〇基本問題検討委員会からの意

見を踏まえ、構想区域の決定

検討開始

①シミュ

レーション

区域調整会議（2～6月）

〇医療機関機能報告（速報）等を

踏まえ、区域としての意見の取り

まとめ

保健医療計画部会（10月）

〇進捗状況の報告

③
必
要
病
床
数

構想区域

の決定

②医療機関機能


